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施策の柱１ 子どもたち一人一人の可能性を引き出す教育の推進 

 

 

 

 

 

○ 全ての幼児教育施設において、研修や助言制度の活用が促進され、保育者の働きやすい環境づくりや、 

幼児の発達の特性や個々の課題に応じた質の高い教育の提供を実現します。 

 

○ 「教育の始まり」としての幼児教育の意義が社会的に共有され、全ての地域において、各教育主体が 

子どもを中心に組織的につながる幼児期からの学びの基盤を充実させます。 

 

○ 家庭や地域との連携の下、保護者が相互に交流し、子育てに関する相談や情報提供などの支援を受け、 

地域ぐるみで子どもを育てる体制を構築します。 

 

 

 

○ 幼児教育施設等における組織としての取組の充実 

 ・ 研修・助言制度や情報提供を通じ、全ての幼児教育施設で、幼稚園教育要領*等の趣旨を踏まえた教 

育活動の展開を促進 

 ・ 架け橋期の教育の充実を図る「幼保小の架け橋プログラム*」の実施や好事例の発信等により、地域

の創意工夫を活かした幼児教育と小学校教育の連携・接続の取組を促進 

 ・ 研修や情報提供を通じた市町村や小学校における幼児教育や幼小連携・接続の意義の理解促進 

 

○ 保育者の資質・能力の向上 

 ・ ICT の活用など研修機会の拡充を通じ、全ての保育者が受講しやすい研修の提供 

・ 幼児教育施設の多様なニーズに対応した質の高い研修の提供 

・ 多忙や早期離職傾向にある保育者等の現場ニーズに対応した助言・相談機会の提供 

 

○ 幼児教育の振興を支える体制づくりの推進 

 ・ 幼児教育施設や小学校、市町村、家庭・地域、福祉等の関係機関が連携・協働し、子どもの育ちの 

課題解決につなげる体制の構築 

 

○ 家庭や地域における教育・保育の充実 

 ・ SNSや３歳児健診等の機会を活用し、保護者へ多様な学習機会を提供 

 ・ 地域ぐるみで家庭の教育力の向上を図る取組を推進 

 ・ 保護者や幼児等に対し読書の楽しさや重要性について普及啓発を図る取組を推進 

 

 

 

 

幼児教育の充実 施策項目２ 

施策の方向性 ～10 年後を見据えて～ 

主な取組 
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【推進指標】 

指 標 現状値 目標値(R9) 

域内の幼児教育施設の意見を踏まえて小学校入学後の

スタートカリキュラムを編成している小学校の割合 
87.2％ (R3) 100％ 

外部人材の意見を取り入れて、保育者の資質・能力の

向上に取り組んでいる幼児教育施設の割合 
41.4％ (R3) 80.0％ 

域内の幼児教育施設と小学校等が、幼小連携・接続の

方向性を協議する機会等を設定している市町村の割合 
48.3％ (R3) 100％ 

「北海道子ども読書応援団*」に登録している読書ボラ

ンティアが実施する読み聞かせの回数 
877 回 (R3) 1,350 回 

家庭教育サポート企業*が教育委員会等と連携して家庭

教育支援を行う市町村の割合 
6.7％ (R4) 53.4％ 

 

 

 

 

 

●幼稚園教育要領 

  幼稚園における教育水準を確保するとともに、実質的な教育の機会均等を確保するため、幼稚園が編成する教育課程等の大綱基準として文部科学省が定めたもの。 

●幼保小の架け橋プログラム 

  架け橋期（５歳児から小学校１年生の２年間）にふさわしい主体的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で全ての子どもに学びや生活

の基盤を育めるようにすることを目指す教育の内容等を改めて可視化したプログラム。 

●北海道子ども読書応援団 

  北海道の全ての子どもがあらゆる機会と場所において、自主的に読書活動ができるよう、社会全体でその推進を図ることを目的として、団体又は個人がボランティ

ア登録し、読み聞かせなど子どもの読書活動を支援する取組などの総称。 

●家庭教育サポート企業 

  家庭教育の一層の推進を図るため、北海道教育委員会と協定を締結し、相互に協力して、家庭教育を支援するための職場環境づくりに取り組む企業。 

・オンデマンド教材の配信やオンライン協議など ICT を活用した研修の提供 

・SNS 等を活用し、保護者へ多様な学習機会を提供 

・幼児教育施設や市町村における課題解決に資する各種情報をHPで発信 

 社会教育課 義務教育課 

担当課 HP 

主な担当課HP 

 関連する主な SDGs の目標 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

○引継ぎ内容･場面

（学校見学の設定･支援）

○保育者･教職員の交流

（保育･授業参観）

○幼児･児童、保育者･教職員の交流

（交流機会、合同研修等の実施促進）

○引継ぎ場面

（場の設定･支援、就学相談）

（学校見学の設定･支援）

幼小連携・接続の年間スケジュール（イメージ）

（小学校等での実践の参観） （小学校等への助言、園の教育活動に反映）

（要録、アレルギー・健康状態など）
○幼児･児童の交流

（園・学校行事招待、参加）

○保育者･教職員の交流

（保育･授業参観、意見交換、合同研修会）

幼

･

小

○情報等の共有

○（通年）広報等による情報の共有、幼小連携の会議体設置、『架け橋期』のカリキュラム開発　など

小

幼

（場の設定･支援、就学相談）

○スタートカリキュラムの編成

（毎年度改善）

○引継ぎ場面

（園･学校だより等の提供）

（入学説明会等における説明）

（小学校等への助言、園の教育活動に反映）

○スタートカリキュラムの評価･改善

市

町

村

○スタートカリキュラムの実施 ○スタートカリキュラムの評価･改善

（複数教員で対応、校内検証） （自己評価、幼児教育施設の意見収集）


